
エフ・ウェイブ あきる野市男女共同参画情報誌

2004.3月 第12号
「f・wave」とは、

fは、family－家族、
friend－友、
freedom－自由、
future－未来、そして
f－強く、を意味し、

waveは、波を表します。
f・WAVEは、社会環境の変化の
波を誌面を通じて伝え、男女が生き生
きと暮らせる未来をめざすコミュ
ニケーション誌です。



男
女
が
共
に
つ
く
る
明
日 

「
あ
き
る
野
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
へ
の
提
言 
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あ
き
る
野
市
男
女
共
同
参
画
推
進
市
民
会
議
か
ら
「
あ
き
る
野
市
男
女
共
同
参
画
計
画
改
定
に
向
け
て
の

提
言
」が
あ
り
ま
し
た
。 

　
女
性
行
動
計
画
「
あ
き
る
野
女
性
プ
ラ
ン
」
を
平
成
１０
年
に
策
定
し
て
か
ら
５
年
が
経
過
し
、社
会
の
中
で

は
少
子
高
齢
化
や
Ｉ
Ｔ
化
な
ど
が
進
み
、働
く
環
境
な
ど
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
提
言
の
内
容
は
、

「
女
性
行
動
計
画
か
ら
男
女
共
同
参
画
計
画
へ
」「
市
民
と
の
協
働
」「
実
効
性
あ
る
施
策
の
推
進
を
」
な
ど
が

基
本
的
な
考
え
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

特
集
１ 
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　平成13年12月に設置され、「あきる野女性プラ
ン」の内容について検討を行ってきましたが、平成
15年11月、市長に「あきる野市男女共同参画計画
改定に向けての提言」を提出しました。 
　委員は、学識経験者、組織代表、公募市民など10
名で構成され、施策の内容などについて、検討を行
ってきました。 
　「提言書」は市の情報公開コーナー・図書館等で
閲覧できます。 

あきる野市男女共同参画推進市民会議 
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あ
き
る
野
市 

介護サービス計画
を自分で作成する
場合、必要なサー
ビスを本人が選び、
介護計画書を作成
し、市役所へ届出
します 

介護サービス計画
を作成依頼する 

介護支援専門員（ケアマネ
ージャー）が、専門家の立場
から、本人と相談して、介護
サービスの適切な組み合わ
せを行います 

東京都が指定する介護サービス提供
事業者に、利用を申し込みます。 

※介護保険審
査会（東京都） 
判定結果等に納
得できない場合、
不服申し立てが
できます。 

②認定調査 
日常生活の状況に
ついて訪問して面
接調査を行います 

介護認定審査会 

申請受付 調査員 

⑤要介護認定 

「認定調査」の結果と主治医の「意見書」を基に、どのくらい
の介護が必要かを判定します。 

④意見書 

診察 

依頼 ①申請 

③調査結果 

⑥介護サービス計画 

サービス提供事業者 

⑦サービスの利用 
要介護認定は、定期的に更新されます 

自立（非該当） 要支援 要介護 

主治医 

あきる野市に住むあき子さん。
いつ男さんと結婚と同時に会社
を退職し、専業主婦になる。 

あき子さんの親に 
介護が必要になった 

いつ男さんが定年退職 
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特
集
１
で
紹
介
し
た
「
あ
き
る
野
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
へ
の
提
言
」
に
は
行
政
の
役
割
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
市
民
の
役
割
に
も
触
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
ｆ
・
Ｗ
ａ
ｖ
ｅ
流
男
女
共
同
参
画
す
ご
ろ
く
で
、
市
民
が
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
の
か
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
ま
し
た
。 
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育児を楽しむあき子さん
といつ男さん。 

あき子さん、再就職を 
めざしてパソコン教室へ アキちゃんとルノくん

が小学校に入学 

2

3

4

5
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 ＊DV＝配偶者や恋人からの暴力 

　　　　 名称　　　　　　　 　 電話　　　　　   受付日時    　　　   備考 

年末年始を除く 

土・日・祝日・ 

年末年始を除く 

土・日・祝日・ 

年末年始を除く 

土・日・祝日・ 

年末年始を除く 

土・日・祝日・ 

年末年始を除く 

土・日・祝日・ 

年末年始を除く 

東京ウイメンズプラザ 

 

東京都女性相談センター 

 
東京都女性相談センター 

立川出張所 

警察庁生活安全相談 

センター 

警視庁犯罪被害者 

ホットライン 

あきる野市生活福祉課 

母子・女性担当 

＊夜間・緊急の場合は下記へ 
　警察（事件発生時）110番 
　東京都女性相談センター　03-5261-3911

03-5467-2455

03-5261-3110

042-522-4232

03-3581-4321

03-3597-7830

042-558-1111
内 2615

毎日 

9:00～21:00

月～金 

9:00～20:00

月～金 

9:00～16:00

月～金 

8:30～17:15

月～金 

8:30～17:15

月～金 

8:30～17:15
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　（戸倉小学校校長） 

の
力
を
集
め
て
校
内
研
究
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
授
業
を
通
し
て
子

ど
も
た
ち
の
力
に
な
れ
た
ら
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。

児
童
が
自
分
の
考
え
を
持
ち
、
人
や

物
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
自
ら
の
考
え

を
深
め
て
い
く
授
業
を
、
先
生
方
と
研

究
し
、
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
一
人
ひ
と

り
の
児
童
の
よ
さ
を
認
め
、
そ
の
子
の

力
を
伸
ば
す
指
導
方
法
を
と
こ
と
ん
研

究
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

「
女
性
管
理
職
は
少
な
い
で
す
ね
。

教
頭
と
し
て
赴
任
し
た
時
も
初
め
の
う

ち
は
周
り
か
ら
『
女
性
』
だ
と
い
う
反

応
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
教
頭
と
し
て
仕

事
を
続
け
る
う
ち
に
、
慣
れ
も
あ
る
の

で
し
ょ
う
が
、
特
別
な
反
応
は
な
く
な

り
ま
し
た
。

教
師
の
仕
事
は
男
女
に
関
わ
り
な
く

ク
ラ
ス
を
受
け
持
ち
ま
す
か
ら
、
女
性

で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た
の
は
、
出

産
・
育
児
休
暇
の
時
く
ら
い
で
し
ょ
う

か
」戸

倉
小
学
校
に
は
、
１
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
35
人
の
子
ど
も
た
ち
が
通
学

社
会
の
中
で
働
く
女
性
は
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
管
理
職
と
な
る
と
ま

だ
ま
だ
少
数
で
す
。

戸
倉
小
学
校
の
校
長
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
原
田
美
智
子
さ
ん
（
５８
）
に

学
校
の
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
、

管
理
職
と
し
て
の
教
育
と
の
関
わ
り
な

ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

戸
倉
小
学
校
は
、
城
山
の
中
腹
に
あ

り
、
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
四
季
折
々

の
自
然
豊
か
な
所
で
す
。
校
庭
に
は
鳥

の
え
さ
箱
が
設
置
さ
れ
、
校
門
の
近
く

で
は
湧
水
を
ポ
リ
タ
ン
ク
に
汲
ん
で
い

る
人
を
見
か
け
ま
し
た
。

「
小
学
校
時
代
の
女
性
教
師
へ

の
憧
れ
が
、
教
師
を
目
指
し
た
き

っ
か
け
で
し
ょ
う
か
。
小
学
生
の

と
き
は
、
す
ご
く
お
っ
と
り
型
で

の
ん
び
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
先

生
は
長
所
と
し
て
ほ
め
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
が
よ
い
思

い
出
に
な
っ
て
教
師
へ
の
道
に
繋

が
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
先

生
に
は
い
く
つ
も
の
楽
し
い
思
い

出
を
も
ら
い
ま
し
た
。

管
理
職
を
目
指
し
た
の
は
、
一

教
師
と
し
て
で
は
な
く
、
先
生
方

し
て
い
ま
す
。
明
治
６
年
に
開
校
、
平

成
15
年
に
創
立
１
３
０
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
校
長
室
に
は
80
年
前
ア
メ
リ
カ

か
ら
贈
ら
れ
た
と
い
う
青
い
目
の
人
形

「
シ
ャ
ロ
ン
ち
ゃ
ん
」
が
飾
ら
れ
て
い

ま
す
。

教
育
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
愛
鳥
活
動
は
36
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
冬
に
は
イ
カ
ル
（
ス
ズ
メ
目
ア
ト

リ
科
の
鳥
）
が
十
数
羽
群
れ
を
な
し
て

桜
の
大
木
に
や
っ
て
き
ま
す
。
全
校
35

人
の
子
ど
も
た
ち
が
学
年
に
関
わ
り
な

く
縦
割
り
の
班
で
探
鳥
会
・
城
山
登
山

な
ど
、
地
域
の
人
た
ち
と
共
に
生
き
生

き
と
学
ん
で
い
ま
す
。

個
に
応
じ
た
教
育
の
必
要
性
が
叫
ば

れ
て
い
ま
す
が
、
戸
倉
小
学
校
で
は
少

人
数
に
よ
る
教
育
の
中
で
自
然
に
実
践

さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
の
中
で
は
学
校
と
家
庭
や
地
域

と
の
連
携
が
大
切
と
い
う
原
田
さ
ん
、

「
地
域
と
の
関
わ
り
を
よ
り
一
層
深
め

て
い
き
た
い
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
学
校

づ
く
り
に
向
け
て
の
熱
い
想
い
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

青い目の人形とともに

教
師
へ
の
き
っ
か
け

女
性
と
し
て

地
域
と
と
も
に

３５
人
の
子
ど
も
た
ち
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地
域
福
祉
の
拠
点
と
し
て

秋
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
平
成
６

年
に
地
域
福
祉
の
拠
点
と
し
て
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

都
立
秋
留
台
公
園
の
北
側
に
あ
る
２

階
建
て
の
建
物
は
、
ア
ー
チ
型
の
屋
根

が
玄
関
ま
で
続
き
、
自
動
ド
ア
を
入
る

と
吹
き
抜
け
の
明
る
い
ふ
れ
あ
い
広
場

が
あ
り
ま
す
。
南
側
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
音
楽
の
生
演
奏

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
階
に
は
健
康
課
や
社
会
福
祉
協
議

会
の
事
務
所
、
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
、
機

能
訓
練
室
な
ど
が
あ
り
、
２
階
に
は
会

議
室
、
和
室
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
、

障
害
者
地
域
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
ま
す
。

子
ど
も
や
家
庭
の
悩
み
、
障
害
を
持

っ
た
方
の
自
立
生
活
支
援
な
ど
各
種
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
カ
ラ
オ
ケ
教
室
や
各
種

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
誰
も
が
気
軽

に
集
え
る
場
と
し
て
多
く
の
市
民
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

社会福祉協議会　　042-559-6711  
　地域福祉の推進を図るために設置された、社
会福祉法人格を持つ公共性の高い民間団体です。
市内の町内会・自治会には、それぞれふれあい
福祉委員がおり、ひとり暮らしの高齢者に対し
て声かけや見守り等の活動をしています。 
　また、各種ボランティア活動（ふれあい食事
サービス等）や有償家事援助サービスをはじめ、
介護保険事業にも取り組んでいます。 

子ども家庭支援センター　042-550-3313  
・子どもと家庭の総合相談 
・子育てグループなどの育成と支援 
・子育て支援情報の提供 
・子育て講座の開催 
・子育て支援サービスの案内 
など、子育てや家庭に関するあらゆる相談を 
行っています。 
開所日時　月～金曜日（午前８時３０分～正午 
　　　　　　午後１時～午後５時１５分） 
休所日　　土・日・祝日・年末年始 

福祉部健康課　　042-550-3311  
健康づくりに関する各種事業 
　・市民健康診査 
　・がん検診 
　・生活習慣病予防講座（健康に関する講演会 
　　など） 
　・地域イキイキ元気づくり事業 
　・健康相談 
などを実施しています。 

障害者地域自立生活支援センター 
　　　　　　　　　　　　　042-532-1793
  
　障害のある方が、地域の中で暮らしていくため
に、困っていることや、知りたいことなどを一緒
に考えていきます。ピアカウンセラー（当事者）
による相談も行っています。 
 
開所日時　火・木～土曜日 
　　　（午前８時３０分～午後５時１５分） 
　　　（水曜日のみ午前１０時３０分～午後７時１５分） 

―
気
軽
に
、
楽
し
く
集
う
―

ふれあいセンター外観

子ども家庭支援センター

２
階
和
室
で
の
活
動



情 報 誌 編 集 委 員 募 集 ！ ！

平
成
15
年
12
月
７
日
（
日
）
あ
き
る

野
市
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
女
性

の
た
め
の
護
身
術
入
門
講
座
」
が
、
あ

き
る
野
ル
ピ
ア
で
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
護
身
術
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
八
木
る
み
子
さ
ん
。
八
木
さ
ん
は
阪

神
大
震
災
の
際
起
き
た
性
暴
力
を
知

り
、
護
身
術
の
必
要
性
を
痛
感
、
教
え

る
団
体
を
設
立
し
ま
し
た
。

前
半
の
講
義
で
は
、
暴
力
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
暴
力
の
原
因
は

社
会
的
ス
ト
レ
ス
と
差
別
感
が
大
き
く

影
響
し
て
い
ま
す
。
暴
力
は
個
人
の
問

題
だ
け
で
な
く
社
会
問
題
で
あ
り
、
増

殖
・
連
鎖
す
る
た
め
、
発
生
す
る
前
に

防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。
誰
で
も
被
害

に
遭
う
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
被
害

者
に
落
ち
度
は
な
く
、
自
分
を
責
め
ず

に
自
信
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

次
に
、
自
分
を
守
る
た
め
に
私
た
ち

が
普
段
か
ら
実
践
で
き
る
こ
と
と
し

て
、

①
常
に
警
戒
心
を
持
つ

②
普
段
か
ら
自
己
主
張
し
、
優
柔
不
断

な
受
身
態
度
を
と
ら
な
い

③
不
安
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
逃
げ
る

④
玄
関
を
開
け
る
と
き
、
エ
レ
ベ
ー
タ

8

◆私がPTA広報と関わったのはずいぶんと遠い日々

のような気がする。思いがけずf･waveと出会い、

再び編集の仕事をすることになった。おかげでち

ょっと疲れ気味の日々に不思議なenergyが満ちて

きて感謝感謝!! 石川光代

◆「出来ることから始めてみよう」

意識してみるときっかけは身近にたくさんあるも

のですね。 大本浩子

◆３号から委員になって、あっという間に12号！

楽しいですよ。一緒に編集しませんか。応募して

ください。 藤村美映

◆新しい女性史を開き、限りない未来性を含んだ提

言の実現に期待!! 吉田美沙子

※６頁 イカルのイラストは山と渓谷社発行『山渓フィー
ルドブックス④「野鳥」』より岡崎 立氏の許可を得て
転載しています。

エフ・ウェイブ

発行／あきる野市教育委員会社会教育部社会教育課
〒197-0814 あきる野市二宮350
Tel 042-558-1111（内線3016） Fax 042-558-1560

企画・編集／あきる野市男女共同参画情報誌編集委員会

「
エ
フ
・
ウ
ェ
イ
ブ
」
は
公
募
の
市
民
編
集
委
員
に
よ
り
編
集
し
て
い
ま
す
。

「
エ
フ
・
ウ
ェ
イ
ブ
」
は
、
市
役
所
・
公
民
館
・
図
書
館
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ
な
ど
、
公
共
施
設
等
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

第12号　　2004年3月発行

この情報誌に関するご意見・ご感想、また、
誌面で取り上げてほしいテーマなどを下記
までお寄せ下さい。

reportreportレポート

表紙／吉田美沙子

ー
内
、
駐
車
場
で
は
周
囲
を
見
渡
し
、

特
に
気
を
つ
け
る

⑤
最
悪
の
場
合
は
「
火
事
だ
」
と
叫
ぶ

な
ど
を
あ
げ
ま
し
た
。

後
半
の
実
技
は
、
声
の
出
し
方
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
一
番
の
武
器
は
自
分

の
声
で
す
。
相
手
に
対
し
、
Ｎ
Ｏ
の
意

志
を
伝
え
る
に
は
、
相
手
の
目
を
見
て

腹
の
底
か
ら
太
い
声
で
は
っ
き
り
と
言

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

続
い
て
、
二
人
一
組
に
な
り
、
前

方
・
後
方
か
ら
の
攻
撃
に
対
す
る
技
を

実
際
に
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
実
践
的
で
よ
か
っ
た
」
と
の
感
想
も

あ
り
ま
し
た
。
自
分
よ
り
体
が
大
き
く
、

力
の
あ
る
相
手
か
ら
身
を
守
る
方
法
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
勇
気
が
わ
い
た
講

座
で
し
た
。

力強くはっきりと…「こっちへ来ないで！」

fInformation
インフォメーション

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
セ
ミ
ナ
ー 

第8回女と男のライフフォーラムinあきる野

みんな共立ち！～自立と共生　新しいかたち～

日時　平成16年３月27日（土）午後1:30～3:30

講演　「地域で支える高齢社会」
講師　村田幸子さん

（ジャーナリスト・NHK解説委員）

場所　あきる野ルピアホール

※２歳から未就学児までの保育あり（定員15人・要予約）
※手話通訳（必要な方は事務局までお申込みください）

申込み・問合せ　社会教育課男女共同参画推進係へ

558-1111 内線3016

男女共同参画情報誌「エフ・ウェーブ」の編集委員になっ
てみませんか。性別・職業・年齢等は問いません。詳しくは

社会教育課男女共同参画推進係までお問い合わせください。

内容　　男女共同参画社会をめざした情報誌の企画・編

集（取材・執筆・デザインなど）
対象　　市内在住・在勤の方

謝礼　　年間２万円

任期　　１年




